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参 考 資 料

青 森 県

新むつ小川原開発基本計画（素案）の概要

１ 位置付け

地域の一体性を確保しつつ開発を効果的に展開する観点から、引き続き、むつ小川

、 、原地域１６市町村を対象とし 開発に当たって進むべき方向を明らかにするとともに

関係機関の緊密な連携、協力体制の下に取り組むべき、２０２０年代までの基本的指

針として取りまとめ。

２ 開発の基本方向

日本が目指す科学技術創造立国の実現に向け、我が国及び国際社会への貢献や青森

県の雇用拡大など地域振興に資する観点から、環境、エネルギー及び科学技術の分野

における研究開発機能の展開と成長産業等の立地展開を図るとともに、森と湖に囲ま

れた、アメニティあふれる新たな生活環境を整備し、多様な機能を併せ持つ、世界に

貢献する新たな「科学技術創造圏」の形成を進める。

３ 開発の展開

（１）研究開発機能の展開

①ＩＴＥＲ（国際熱核融合実験炉）の誘致

②水素等のクリーンなエネルギーの利用等に係る研究開発や実証試験等の集積

③環境科学技術研究所の機能拡充

④放射光施設の整備

⑤大学院大学等の中核的な研究・人材育成機能の整備 など

（２）産業の立地展開

①液晶産業の集積等による「クリスタルバレイ」の形成

②規制緩和等による新産業の創出や先端産業等の立地展開

③原子燃料サイクル事業への慎重かつ総合的な対処

④原子燃料サイクル事業関連の技術開発、産業の立地

⑤エネルギー備蓄施設の立地 など
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（３）土地利用想定

現工業開発地区（埋立地を除く）である約5,180 を「むつ小川原開発地区」とha

し、ここにおいて開発を展開することを基本とする。

ha ha haその土地利用区分は、開発用地約3,290 、公共用地約210 及び緑地約1,680

を見込み、また、開発用地については、研究開発機能展開エリア、産業立地展開エ

リア及び生活環境整備エリアを想定する。

４ 住環境整備

開発の展開に伴う居住人口の動向を踏まえ、沖付地区に新たな居住空間「レイクサ

イドビレッジ」を整備するほか、尾駮レイクタウンの隣接地域等においても居住区の

整備に努めるなど、アメニティあふれる生活環境の整備を進める。

５ 基盤整備

①港湾：新たな産業などの立地展開に応じ、適切に対応

②道路：開発地区内道路の整備、下北半島縦貫道路といった規格の高い道路の整備促

進、国道３３８号などの道路機能の強化

③鉄道、空港：東北新幹線八戸・新青森間の着実な整備推進、青森空港及び三沢空港

の機能向上などの促進

④情報通信：情報通信インフラの整備促進

⑤水供給：開発地区周辺における地下水、河川水及び湖沼水の水源開発により的確に

対応

６ 環境保全

多様で豊かな自然環境の保全、開発に伴う環境負荷の低減などを通じて、良好な生

活環境等の保全を図り、環境に十分配慮した開発を行うこととし、環境アセスメント

の中で取りまとめられる環境配慮指針に基づき、環境の保全に万全を期す。

７ 地域振興

むつ小川原開発地区における研究開発機能の展開と成長産業等の立地展開はもとよ

り、人材・資源等の供給、生活機能の向上など開発を促進する機能の発揮や、地域産

業の振興、新産業の創出など開発がもたらす効果の波及を通じて、むつ小川原地域の

振興を図る。


